２０１３年１月５日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第７章１～１０節

・勉強：第２章６６、７０節
明けましておめでとうございます。今年が皆さんにとって幸せで、平安で、創造的で、そして霊的な年でありますように。これは何も今年に限ったことではなく、我々にとっての理想です。
そして最後に挙げた、霊的ということが一番重要です。

前回12月は、第2章の59節について説明しました。

一般的な「放棄」の意味は、感覚の対象から離れていることです。
この状態は悪くはないのですが、最終的な偉大な状態ではありません。

では偉大な状態とは何かといえば、感覚の対象から離れるだけではなく、それに対する欲望もないことを言います。

置かれている状況によって、感覚の対象を楽しめないことはありますが、それは欲望がないことと同義ではありません。

例えば前回も説明しましたが、お年寄りは肉体的な制約のため、食べられない、見られない、聴けない、という状態であっても欲望はいっぱいあります。
一番偉大なのは、欲望を放棄した状態です。

英語で「Taste」、サンスクリット語では前後関係で他にも多くの意味を持つ「Rasa」という言葉が、この欲望という意味を表しています。

感覚の対象を楽しまなくても、それを心に思い描くだけで喜びの感情が生まれる、これが欲望のしるしです。

ある美味しい物を実際に食べなくても、それを考えるだけで嬉しくなるのが欲望です。
この欲望を取り除くのは、非常に困難です。
道徳的な訓練によって欲望を抑制しようとしても、我々の内側に「Rasa」があるので、状況次第でたちまち欲望が頭をもたげます。

ではどうすれば本当の放棄ができるかについて、前回「至高者」(Param Drstva)について話しました。

絶対の存在を知り、理解することによって欲望から自由になることができます。
通常の欲望の対象に対する興味はなくなります。
なぜなら「至高者」とはそれ以上がないものであり、「至高者」を経験することによって得られる喜び、つまり至福にくらべれば、日常の世俗的な喜びなど取るに足らないからです。

さて、本日は第2章の要約の最後のポイントについて説明しますが、そのテーマは「いかにして平安を得るか」（How we can get peace？）です。

私が日本各地を回って講義をする時にも感じますが、皆さんが非常に強く知りたがっているのが、この「どうしたら平安が得られるか」ということです。
ここで私から皆さんへの質問です。「平安」とはなんでしょう？ 
各人が個人的レベルで理解しなければなりません。皆さんは「平安、平和」という言葉を割合気軽に使いますが、その言葉の意味をどう理解していますか？

お金、建物、食べ物、衣類、これらは物質なので何であるかはすぐに分かります。

しかし物質ではなく、精妙な概念である平安とはなんでしょう？皆さんのお考えはいかがですか？
参加者
「皆が楽しく笑っていること」、「穏やかでいること」、「非暴力、無執着、怒りがない、貪欲がない」、「喜びにも悲しみにも左右されない」、「嫌なことがあっても気にせず調和が保たれている」、「心の波が安定している」、「人を恨まない」、「怖れがない」etc.
今わかったように、「平安」について皆さんもはっきりしたイメージを持っていないようです。
私が今まず皆さんに質問したのは、皆さんが個人個人で考えてほしいからです。

例えば私が皆さんに対して講義をする時には、もちろんまず該当する聖典の原典に当たり、それを自分なりに理解しようとします。そして関連した注釈書を読むのは、その後です。
ですから、皆さんも自分の考えをもつことが大切です。

それでは、私なりに「平安」とは何かについてお話しします。

不安がないのが「平安」なのですが、それを一番浅いレベルでの理解でいえば「ストレス、心配がない状態」のことであり、もう少し詳しく表現すると「ストレス、心配、怖れ、怒り、貪欲、肉欲、自惚れ、嫉妬などによって圧倒されていない状態」ということになります。
しかしより深いレベルで考えた場合、「平安」とはたとえ「不安」(心配、怖れ、怒り、貪欲、肉欲、自惚れ、嫉妬)を引き起こす要因が身の回りにあっても、その影響を受けないということなのです。

不安の原因が自分を取り巻く状況の中にない時に、平安であるのはさほど難しくありません。
本当の平安とは、不安の種があってもそれに圧倒されず、心が静かであるということです。
たとえば、誘惑、挑発などが平安をかき乱す要因ですが、それに影響されないのが本当の平安です。皆さんが眠っている時、誰かがあなたのベッドの傍らであなたに悪口を言っても、枕元にご馳走を置いたとしてもあなたは無反応です。
また物質に似た非常に鈍感なタマスの状態にある人を挑発しても、その人は無気力なので無反応です。

挑発、誘惑によって心が圧倒されないとは、こういうことでしょうか？

全く違います。肉体も心も完全に目覚めていて、かつ心が静かなのが平安です。

これまでは「ストレスがない、心配がない」などという風に、否定形で「平安」について話してきましたが、次に肯定形の話法で「平安」について説明します。
ひとつは「心が静かである」ことですが、注意すべきはこの静けさとは安定した静けさのことです。
もうひとつは「心が満たされていること」、つまり何ひとつとして不足していない状態。
さらに内側から喜びが溢れ出している状態、これらが肯定形で表現した「平安」です。

通常、喜びをもたらす要因は物、人、場所、その他すべて外部にあります。

これらの喜びははかなく、すぐになくなってしまいます。

内側の喜びの源は内なる自己であり、この内なる自己はサッチダーナンダ(存在、知識、至福)です。内側に至福があるのです。外の喜びはこの内なる至福の反射に過ぎません。
それも小さな反射であり、影であり、本物ではなく、永遠ではありません。

普通の我々は「状況の奴隷」だと言えます。他人に批判されれば落ち込み、賞賛されると喜びます。

以前にも、「我々の心は他人のポケットの中にある」という言い方をしました。
なぜなら我々の心は大変感じやすく、過敏であり、神経質であり、執着があり、過度に感情的だからです。
バガヴァッド・ギーターのなかに、平安を得る方法について、いろいろ述べられています。

第2章66節を見て下さい。
自己を統御できぬ人には、知性も、深く考える力もなく、そうした人に平安の境地は望むべくもない。平安の境地なくして、どうして真の幸福が得られようか。

ここではどのような人が平安を得られないかが、説明されています。それを理解することにより、逆にどうしたら平安が得られるかがわかるのです。
最初のアユクタッシャ(ayuktasya)はa-yuktasyaと二つに分けられ、ユクタの否定形です。
そしてユクタとはヨーガの状態、合一した状態を表します。

ですからその否定形であるアユクタは、合一していない状態ということになります。

ではどのような人が非合一の状態かといえば、それは心と感覚を制御できていない人のことです。

心と感覚を制御できない人は、先ほど言った「状況の奴隷」であり、絶えず興奮し、圧倒されていて、落ち着きません。
そしてこのような人は、ナースティ　ブッディル(Nasti buddhir)であると書かれています。

通常ブッディは知性のことですが、ここでのナースティ　ブッディルの文脈上の意味は「内なる自己(アートマン)が存在することを理解しない」という意味です。
ヴェーダーンタ(ギャーナ・ヨーガ)の考えでは、悟りのための3つの段階があります。

1 Sravana                 　霊的真理を聞くことにより信仰が生まれる
2 Manana　　　　　　　　　　その真理について熟考することにより信仰が深まる
3 Nididhyasana　　　　　　　その真理を瞑想することにより悟りを得る
ここで言う偉大な霊的真理とは、「吾はアートマン、ブラフマンなり」のことです。
偉大な真理について、ウパニシャッドの中に4つの言葉があります。

1 Ayamatma Brahma         　　この内なる自己はブラフマンである

2 Aham Brahmasmi　　　　　　　私はブラマンである

3 Tattvamasi　　　　　　　　　貴方はそれ(ブラフマン)である(グルが弟子に対して言う)　

4 Prajnam anantam Brahma　　　絶対、無限の知識はブラフマンである
もちろんこれらの前段階として、準備(心と感覚の制御、聖典の勉強、集中して考える、グルに対する尊敬)が必要です。そして準備が整った後、弟子はグルから偉大なヴェーダーンタの真理を聞きます。

準備のできた生徒なら、この4つの言葉のうちたったひとつを聞くだけで、たちまち信仰が生まれます。準備ができていなければ、いくらこれらの言葉を聞いても信仰は生まれません。

しかしすぐに信仰が生まれなくても、これらの言葉を聞くのは無駄ではありません。

皆さんは初歩のレベルなので、何回も繰り返し霊的真理について聞くことにより、少しずつ進歩することは可能ですから、失望しないでください。

先程のアユクタッシャは、この準備ができていない人を指します。

アユクタッシャはナースティ　ブッディルであると書かれていますが、ブッディルがないとは深い信仰のない状態、まだSravanaやMananaのレベルに至っていない状態のことです。

次にアユクタッシャはバーヴァナーもないと書かれていますが、これは集中した瞑想ができていない状態、つまりNididhyasanaのレベルに至っていないという意味です。
霊的真理を聞くことにより信仰が生まれ(Sravana)、さらにその真理について深く考えることにより信仰が深まり(Manana)、集中して瞑想することにより悟りを得ます(Nididhyasana)。
信仰は最初の段階で必要ではありますが、それだけでは十分ではありません。

神のヴィジョンを見たいのであれば、信仰だけではなくそれを深め、更に瞑想しなければなりません。

しかし合一していない人(準備ができていない人)は信仰も、深い理解も、集中した瞑想もできず、その結果平安を得ることができません。
瞑想中に自分は純粋な意識だと思えたとしても、それはすぐ消え去ります。

その理由は人間にとって、自分が肉体であるという意識が大変強いからです。

瞑想が終わり、仕事、食事、入浴、ヨーガなどの時間になると、肉体意識が優勢になり、「私は純粋な意識である」というアイデアは、すぐになくなってしまいます。
ですから、座っている時以外でも絶えず「自分はアートマンだ」と考えに集中しなければなりません。

これこそが本当の瞑想ですが、簡単なチャレンジではありません。

シャンカラチャーリヤの賛歌に「ヴェーダーンタの偉大な真理を絶えず聞き、学び、話すことによって喜びを得る。これ以外に喜びはない」というのがあります。

通常瞑想とは眼を閉じて静かに座ることだと思われますが、その状態で心の中で明日のスケジュールについて考えていたとしたら、それは瞑想ではありません。

ギャーナ・ヨーガの考えでは、瞑想のために眼を閉じる必要はありません。

心の中が「私は肉体ではなく純粋な意識である」という考えで満たされていること、これが本当の瞑想(Nididhyasana)です。

霊的な気付きとは、「私はアートマンである」と気付くことです。
もちろん食事をしたり、音楽を聞いたり、複雑な哲学を理解することにより喜びを得ますが、その時に喜んでいる主体は本当の私ではなく、私の肉体、心、知性であるということを理解する。

更に、私は女性ではない、男性ではない、主婦ではない、主人ではない、サラリーマンではない、ヨーガの教師ではない、生徒でもない、仏教徒ではない、ヒンドゥー教徒ではない、私は純粋なアートマンである、と絶えず識別することが必要です。
前述の合一していない人(アユクタッシャ)は肉体意識が強く、感覚の喜びを求め、訓練もできていないので、本当の瞑想 (霊的な気付き＝バーヴァナー)はできません。

そしてそれができないということは、その次に書かれていますが(ナ　チャーバーヴァヤタハ　シャーンティル)、本当の平安は得られません。

浅い平安はあるかもしれませんが、深い平安は得られません。

なぜなら、本当の瞑想ができなければ悟りもなく、悟りがなければ本当の平安もない、つまり悟りこそが本当の平安を得るただひとつの方法だからです。

悟りを得なければ無知、束縛が残り、無知、束縛がある限り、ストレス、不安、苦しみは決してなくなりません。無知、束縛がなくなるのは悟った時だけです。
そして平安がなければ本当の幸福は生まれません(アシャーンタッシャ　クタハ　スカム)。

では平安を得るためには、どのような実践をすればいいのでしょうか。

ひとつは心と感覚の抑制です。次にできる限り永遠、無限なものについて考える。

それも静かに座っている時だけではなく、仕事中も短い時間でも構わないので、心を外から内に引き戻す。以前にも言った「外は渋谷、中はヒマラヤ」、これは「霊的実践」のための大変実践的な方法です。
第2章70節を見て下さい。

無数の河川が流れ入ろうとも、海は泰然として不動であるように、様々な欲望が次々に起ころうとも、それを追わず取りあわずにいる人は平安である。

66節は平安を得るための方法でしたが、この節では平安を得た人がどのような状態なのかについて、比喩を使って説明しています。
インド人の場合は住む地方によっては全く海を知らない人もいますが、日本の方にとってはこの節の譬えは理解しやすいと思います。

河の水が海に流れ込むと、海面は上昇するでしょうか？いえ、水位は変わりません。

この地球上での高さの基準は海面からの海抜であり、季節に関係なく海面のレベルは一定です。
河川が海に流れ入るのと同じように、我々の感覚が様々な外部の対象とコンタクトすることにより、無意識のうちに我々の心に欲望の原因となるものがはいってきます。
たとえば八重洲地下の飲食店街を歩くと、焼鳥屋の煙の臭いが、我々の食欲を強烈に刺激します。

しかしそれを気に留めず、欲望を満足させようと考えない人は、平安です。

もしここで欲望を無視せず、満足させようとすれば、そこからカルマが始まります。

カルマは結果を生み、その結果は束縛をもたらし、束縛はまた欲望を生むというように循環します。
しかし心の中に「私はアートマンである」という考えがなければ、欲望を無視することは不可能です。

心の中に錨が必要なのです。錨がなければ船が一か所に留まっていないように、心も感覚の対象に引きずられて、あちこち動きまわります。

心に錨があれば少し動いても引き戻すことができますが、なければ堕落(霊的な道からの逸脱)してしまいます。
平安を得たいと思っても、我々が感覚の対象を完全にシャットアウトすることは不可能です。
しかし心の中の永遠なもの(錨)とつながっていれば、自分を守ることができます。

永遠なものは人それぞれで、釈迦、イエス、ラーマクリシュナ、シヴァ、純粋な意識、ヒマラヤ、青空、等々個人のレベルで考えてください。そうしないと欲望を無視することはできません。
70節を海の側の観点からいえば、海は河川の水を招き入れているわけではなく、河川の水が勝手に海に流れ込みます。

同じように感覚の対象とコンタクトすることにより、無意識のうちに欲望の原因が我々の心に入り込みます。ですから心の中に錨を持ってください。
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